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臨
時
総
代
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
台
風
二
十
一
号
及
び
西

日
本
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
秋
の
収
穫
を
迎
え
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
土
地
改
良
区
の
運
営
並
び
に
土
地
改

良
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
格
別
な
る
ご
配
慮
を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
臨
時
総
代
会
に
は
、
日
頃
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

東
北
農
政
局
北
上
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
の
坪
田
所
長
様
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
気
象
は
春
は
暖
か
く
降
雨
に
も
恵
ま
れ
、
水
稲
を
は
じ
め

と
す
る
農
作
物
は
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
し
た
が
、
七
月
に
入
り
高
温
と
少

雨
が
長
く
続
き
用
水
不
足
と
農
作
物
の
品
質
悪
化
を
心
配
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
八
月
上
旬
か
ら
は
適
度
な
降
雨
も
あ
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
関
係
機
関
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
適
切
な
用
水
管
理
に
務
め
て

参
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
豊
穣
の
秋
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

管
内
の
土
地
改
良
事
業
で
す
が
、
国
営
事
業
は
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業

盛
岡
南
部
地
区
と
し
て
、
施
設
の
機
能
保
全
と
耐
震
化
の
一
体
的
な
整
備
が

本
年
か
ら
事
業
実
施
さ
れ
る
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
雫
石
川
沿
岸
地

区
の
煙
山
ダ
ム
は
、
来
年
度
事
業
着
手
で
き
る
よ
う
国
及
び
関
係
機
関
に
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
営
事
業
は
鹿
妻
新
堰
地
区
が
事
業
完
了
し
地
域
に
安
定
的
な
用
水
を
供

給
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
地
区
に
つ
い
て
は
太
田
堰
地
区
等
が
順
調
に
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
本
年
度
か
ら
は
小
鹿
妻
堰
の
補
修
や
、
広
宮
沢
地
区
の
ほ

場
整
備
事
業
の
調
査
が
始
ま
る
な
ど
、
各
事
業
が
計
画
ど
お
り
完
了
す
る
よ

う
関
係
総
代
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
日
ご
審
議
い
た
だ
く
案
件
は
、
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
の
実

施
、
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
の
決
算
と
事
業
報
告
及
び

財
産
目
録
の
承
認
、
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
実
施
、

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
を
併
せ
て
十
二

案
件
の
ご
審
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雫
石
川
沿
岸
地
区

と
し
て
煙
山
ダ
ム
の
改
修
を
実
施
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
本
地

区
の
農
家
負
担
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
三
月
の
通
常
総
代
会
に
お
諮
り

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
決
算
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
土
地
改
良
区
の
基

盤
と
な
り
ま
す
賦
課
金
の
徴
収
状
況
は
、
現
年
度
一
般
会
計
で
九
九
．
六
二

％
の
徴
収
率
で
あ
り
、
昨
年
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
〇
．
一
八
％
の
プ
ラ
ス

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
尚
一

層
徴
収
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

繰
越
金
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
般
会
計
で
は
一
三
、
二
六
九
、
八
二
六
円
の

繰
越
と
な
っ
て
お
り
、
事
務
費
な
ど
の
節
減
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
実
施
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
造
成
か
ら
四
十
三
年
を
経
過
し
機
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
小
鹿

妻
堰
に
つ
い
て
、
表
面
被
覆
工
等
の
補
修
を
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
三
カ

年
に
渡
り
実
施
し
て
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
平
成
三
十
年
度
の
補
正
予
算
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
般
会
計

に
お
い
て
は
平
成
二
十
九
年
度
決
算
額
の
確
定
に
伴
う
繰
越
金
の
補
正
、
災

害
応
急
・
小
破
修
理
工
事
に
伴
う
維
持
管
理
費
の
増
額
に
係
る
も
の
が
主
な

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
一
般
会
計
同
様
に
、
決
算
額
の
確
定
に
伴

う
繰
越
金
の
補
正
、
施
設
管
理
費
の
電
気
料
等
の
増
額
補
正
な
ど
が
主
な
内

容
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
大
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
国
、
県
並
び
に
市
町
と
も
財
政
事
情

の
厳
し
い
中
で
の
土
地
改
良
区
運
営
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
役
職
員
一
同

健
全
な
る
運
営
に
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
原
案
に
ご
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

髙橋理事長　挨拶
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◆ 

提
出
案
件 

◆

　

平
成
三
十
年
九
月
七
日
午
後
二
時
よ
り
本
土
地
改
良
区
会
議
室
に

お
い
て
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
に
農
林
水
産
省
東
北
農
政
局
北
上
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務

所
所
長 

坪
田
俊
郎
様
を
迎
え
、
髙
橋
理
事
長
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
の
後
、

議
長
に
米
倉
彰
一
郎
総
代
を
選
出
し
、
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計

収
入
支
出
決
算
、
平
成
二
十
九
年
度
各
特
別
会
計
収
入
支
出
決
算
及

び
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
並
び
に
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

等
合
わ
せ
て
提
出
議
案
十
二
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
い
ず
れ

も
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
３９
号 

国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

議
案
第
４０
号 

 

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
、

平
成
２９
年
度
各
特
別
会
計
収
入
支
出
決
算

及
び
平
成
２９
年
度
事
業
報
告
並
び
に
財
産

目
録
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
４１
号 

 

基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
４２
号 

 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
第
１

次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
４３
号 

 

平
成
３０
年
度
特
別
会
計
土
地
改
良
事
業

維
持
管
理
地
区
収
入
支
出
第
１
次
補
正

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
４４
号 

 

平
成
３０
年
度
特
別
会
計
県
営
土
地
改
良

事
業
償
還
地
区
収
入
支
出
第
１
次
補
正

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
４５
号 

 

平
成
３０
年
度
特
別
会
計
西
部
地
区
土
地

改
良
事
業
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算

に
つ
い
て

議
案
第
４６
号 

 

平
成
３０
年
度
特
別
会
計
農
地
転
用
等
決

済
金
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算
に
つ

い
て

議
案
第
４７
号 

 

平
成
３０
年
度
特
別
会
計
職
員
退
職
死
亡

給
与
基
金
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算

に
つ
い
て

議
案
第
４８
号 

 

平
成
３０
年
度
特
別
会
計
財
政
調
整
基
金

積
立
金
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算
に

つ
い
て

議
案
第
４９
号 

 

平
成
３０
年
度
特
別
会
計
維
持
管
理
補
償

費
積
立
金
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算

に
つ
い
て

議
案
第
５０
号 

 

平
成
３０
年
度
特
別
会
計
県
営
事
業
費
償

還
準
備
積
立
金
収
入
支
出
第
１
次
補
正

予
算
に
つ
い
て

臨
時
総
代
会
開
催

臨
時
総
代
会
開
催

区　分 事　　業　　名 地区名 事　業　量 事業期間

調 

査 

地 

区

国  

営

国営施設機能保全事業（H23〜28）	
国営施設応急対策事業（H29） 盛岡南部 施設長寿命化検討調査等	 一式 平成23年度〜

平成29年度完了

国営施設応急対策事業 雫石川沿岸 施設長寿命化検討調査等	 一式 平成29年度〜
平成30年度完了予定

県  

営
県営農業農村整備事業

矢次 事業計画策定	 一式 平成28年度〜
平成31年度完了予定

広宮沢 事業計画策定	 一式 平成30年度〜
平成32年度完了予定

事 

業 

実 

施 

地 

区

国 

営 国営施設応急対策事業 盛岡南部 頭首工、揚水機場、用水路
水管理施設補修更新　一式

平成30年度〜
平成37年度完了予定

県  

営

集落基盤整備事業（地域用水型）
鹿妻新堰 用排水路工	 L=	5,102m 平成22年度〜

平成29年度完了

太田堰 用排水路工	 L=	7,883m 平成23年度〜
平成31年度完了予定

農村災害対策事業 徳田南 排水路工	 L=	1,335m 平成26年度〜
平成30年度完了予定

基幹水利施設ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

煙山第三排水路 排水路工	 L=	4,929m 平成26年度〜
平成30年度完了予定

太田第一 排水路工	 L=	806m 平成27年度〜
平成30年度完了予定

小鹿妻堰 用水路工	 L=1,220m 平成30年度〜
平成32年度完了予定

管内土地改良事業

来　　　賓

坪田　北上土地改良調査管理
事務所長議長　米倉彰一郎総代
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■ 一般会計 ●収入

項　目 金　額（円） 主な内容
事　 務　 費 104,410,521 土地改良区の運営費

維持管理事業費 73,084,043    水路施設などの維持補修
費

土地改良事業費 9,443,000 各種土地改良事業費
財　 産　 費 5,043,252 一般財産の管理費用など
組合費徴収対策費 4,090,716 賦課金の前納報奨金など

借 入 償 還 金 5,765,559 土地改良事業費借入金の
平成29年度の返済分

繰　 出　 金 43,259,446 積立金など

受 託 事 業 費 8,153,920 
国や県などから委託され
た施設の管理や各種調査
業務費用

造 林 事 業 費 2,787,683 水源涵養林の保育管理費
用など

負 担 金 等 38,648,888
平成29年度実施の県営か
んがい排水事業工事費の
地元負担金や各種研修負
担金など

負 担 金 17,642,469  
拠 出 金 3,376,800  
諸 支 出 金 17,409,619  
補 助 金 220,000  

計 294,687,028 一般会計繰越額　　13,269,826円

項　目 金　額（円） 主な内容
組 合 費 161,717,210 組合員からの賦課金

雑 収 入 等 25,684,908
管理施設及び土地の使用
料や、家屋･事業所から
の排水及び雨水補償など

財 産 収 入 585,640  
使 用 料 22,688,725  
雑 収 入 2,410,543  

補 助 金 等 42,816,001 
各種土地改良事業に対す
る国や県市町からの補助
金など

補 助 金 11,539,761  
交 付 金 14,633,000  
負 担 金 16,643,240  

借 入 金 10,520,000 
平成29年度実施の県営
かんがい排水事業工事
費のうち地元負担分の
借入金

繰 入 金 43,864,955 積立金からの取り崩し分等

受 託 料 8,153,920 
国や県などから委託さ
れた施設の管理や各種
調査業務受託料

繰 越 金 15,199,860 平成28年度の繰越金

計 307,956,854    

※①	内訳
会　計　名 収入額（円） 支出額（円） 繰越額（円）

土
地
改
良
事
業

土地改良事業維持管理地区※① 32,155,626 24,894,210 7,261,416
県 営 土 地 改 良 事 業 償 還 地 区※ ② 40,891,333 38,589,766 2,301,567
西 部 地 区 42,712,440 40,522,599 2,189,841

農 地 転 用 等 決 済 金 454,565,713 24,670,725 429,894,988
職員退職死亡給与基金 77,804,133 0 77,804,133
財 政 調 整 基 金 積 立 金 340,087,901 23,091,993 316,995,908
維持管理補償費積立金 54,119,270 2,712,000 51,407,270
県営事業費償還準備積立金 25,156,247 4,075,369 21,080,878
土地改良事業維持管理地区積立金 29,500,925 0 29,500,925

計 1,096,993,588 158,556,662 938,436,926

■ 特別会計
地区名 収入額（円） 支出額（円） 繰越額（円）

団 体 営 不 動 地 区 2,083,156 1,480,488 602,668
団 体 営 和 味 地 区 980,383 307,430 672,953
県営煙山第一地区 3,660,833 3,134,021 526,812
県営煙山第三地区 4,236,361 3,490,198 746,163
県 営 不 動 地 区 5,295,846 4,843,439 452,407
県営南伝法寺地区 4,057,068 3,656,573 400,495
県営矢巾太田地区 1,672,948 966,894 706,054
県営紫波中央地区 3,792,496 3,320,433 472,063
県営東部徳田地区 4,581,456 3,694,734 886,722
県営盛岡西部地区 1,795,079 0 1,795,079

計 32,155,626 24,894,210 7,261,416

※②	内訳
地区名 収入額（円） 支出額（円） 繰越額（円）

県営太田西部地区 10,463,403 10,463,403 0
県営煙山西部地区 7,633,142 5,331,575 2,301,567
県営盛岡西部地区 22,794,788 22,794,788 0

計 40,891,333 38,589,766 2,301,567

組合費
52.5％
組合費
52.5％

補助金等
14.0％
補助金等
14.0％

雑収入等
8.3％
雑収入等
8.3％

繰入金
14.2％
繰入金
14.2％

受託料
2.6％
受託料
2.6％

繰越金5.0％繰越金5.0％

借入金
3.4％
借入金
3.4％ 収　入

307,956,854円
収　入

307,956,854円

支　出
294,687,028円

支　出
294,687,028円

支　出
294,687,028円

事務費
35.4％
事務費
35.4％

維持管理事業費
24.8％

維持管理事業費
24.8％

土地改良事業費
3.2％

土地改良事業費
3.2％

財産費
1.7％
財産費
1.7％

組合費
徴収対策費
1.4％

組合費
徴収対策費
1.4％

借入償還金
2.0％

借入償還金
2.0％

繰出金
14.7％
繰出金
14.7％

受託事業費
2.8％
受託事業費
2.8％

造林事業費
0.9％

造林事業費
0.9％

負担金等
13.1％
負担金等
13.1％

●支出
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項　　　　目 金　　　　額（円）
現金及び預金 2 5 , 0 2 2 , 6 5 0
未収賦課金 1 , 1 7 0 , 1 0 0

一 般 会 計 9 9 6 , 9 0 0
特 別 会 計 1 7 3 , 2 0 0

積立金 9 2 6 , 6 8 4 , 1 0 2
財 政 調 整 基 金 積 立 金 3 1 6 , 9 9 5 , 9 0 8
維 持 管 理 補 償 費 積 立 金 5 1 , 4 0 7 , 2 7 0
県 営 事 業 費 償 還 準 備 積 立 金 2 1 , 0 8 0 , 8 7 8
農 地 転 用 等 決 済 金 積 立 金 4 2 9 , 8 9 4 , 9 8 8
職 員 退 職 死 亡 給 与 基 金 積 立 金 7 7 , 8 0 4 , 1 3 3
維 持 管 理 地 区 積 立 金 2 9 , 5 0 0 , 9 2 5

株式及び出資金 3 , 2 9 2 , 5 0 0
計 9 5 6 , 1 6 9 , 3 5 2

項　　　目 数　　　量 金　　　額（円）
土　地 2 , 3 3 4 , 8 8 7 . 5 9 ㎡ 1 0 7 , 3 6 1 , 4 6 0

事 務 所 敷 地 2 , 6 3 1 . 8 8 ㎡  7 9 , 8 9 7 , 3 0 4
山 林 2 , 3 3 0 , 1 3 2 . 7 1 ㎡  1 9 , 5 8 1 , 0 9 1
公　　 園（ 頭 首 工 周 辺 ） 2 , 1 2 3 . 0 0 ㎡  7 , 8 8 3 , 0 6 5

建　物 1 , 2 2 3 . 4 6 ㎡  2 4 3 , 4 6 6 , 1 0 0
事 務 所 1 , 1 8 3 . 8 0 ㎡  2 4 3 , 3 7 1 , 1 0 0
山 林 管 理 人 詰 所 3 9 . 6 6 ㎡  9 5 , 0 0 0

備　品 8 2 2 点 4 0 , 8 4 8 , 7 2 0
計 3 9 1 , 6 7 6 , 2 8 0

●流動資産

●固定資産

平成30年₅月31日調製

積立金の内容
● 財政調整基金積立金

急激な収入の落ち込みや災害等緊急的な支
出などに備える基金

● 維持管理補償費積立金
組合員以外で水路に排水した者から得た維
持管理補償費を、計画的に土地改良施設の
維持管理に充てる基金

● 県営事業費償還準備積立金
県営かんがい排水事業実施に伴う農家の工
事費負担金を軽減するための基金

● 農地転用等決済金積立金
農地（受益地）面積の減少に対し、維持管理
費の財源を一定にするための基金

● 職員退職死亡給与基金積立金
職員退職金の備えとしての基金

● 維持管理地区積立金
維持管理地区の整備補修などに備える基金

項　　目 金　額（円） 償還期限 事業施行年度

国営かんぱい事業 0 H29 H元〜H10

県営かんぱい事業 81,024,133 H42 H７〜H３０予定

県営太田西部地区 0 H29 H８〜H１３

県営煙山西部地区 35,952,769 H37 H９〜H16

県営盛岡西部地区 0 H29 H７〜H18

計 116,976,902

年度 項　目 調定額（円） 収入額（円） 欠損処分額 (円 ) 未収入額（円） 収入歩合（％）

H29 一 般 会 計 162,324,990 161,717,210 5,880 601,900 99.62

H29
特別
会計

団体営不動地区 465,820 465,530 - 290 99.93
団体営和味地区 78,390 78,390 - 0 100.00
県営煙山第一地区 1,432,630 1,432,630 - 0 100.00
県営煙山第三地区 1,662,560 1,661,440 - 1,120 99.93
県 営 不 動 地 区 2,945,360 2,944,050 - 1,310 99.95
県営南伝法寺地区 3,002,950 3,000,090 2,860 0 100.00
県営矢巾太田地区 315,690 315,690 - 0 100.00
県営紫波中央地区 818,820 817,280 - 1,540 99.81
県営東部徳田地区 691,260 690,240 - 1,020 99.85
県営煙山西部地区 5,334,290 5,268,100 - 66,190 98.75
県営盛岡西部地区 4,134,060 4,129,610 - 4,450 99.89

過年度
H24〜
H28

一 般 会 計 1,447,740 1,040,980 11,760 395,000 72.49
各地区特別会計 188,660 86,140 5,240 97,280 46.96

計 184,843,220 183,647,380 25,740 1,170,100 99.36

●借入金（償還残高） ●賦課金の納入状況

※国・県営かんぱい事業盛岡南部地区、
県営太田西部地区、県営盛岡西部地区
の借入金については、平成29年をもっ
て償還完了しました。
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国営土地改良事業の実施状況

事業目的
    岩崎川及び大白沢川の洪水被害軽減と清水野・城内地区への農業用水供給を目的とし矢巾町西部に建設された煙
山ダムは造成から約５０年が経過し、施設の老朽化が著しいうえ土砂の堆積によりダムの貯水容量が低下してい
ることなどから、早急な対策が急務となっております。
    このため本事業では、煙山ダムを整備することにより、農業用水の安定供給、排水機能の維持及び維持管理費
の費用と労力の軽減を図るものです。

事業概要
【主要工事計画】 煙山ダム（改修）一式
  　 貯水池堆砂除去、土木構造物補修、各種ゲート更新、排水ドレーン新設、網場新設、

管理事務所補修、放流警報設備新設    
【事業実施期間】 平成３１年度～平成３６年度（予定）
【概算総事業費】 １５億円
【負  担  割  合】 国66.6%、県26.6％、町（矢巾町･紫波町）6.6％、農家0.2％
 ※農家負担は積立金を充用する予定です。実質農家負担はありません。

　事業実施に向け事務手続きが進められてきた盛岡南部地区につきましては、平成３０年９月２６日をもちまして
事業計画が確定となり、今年度から８年間の予定で各種工事が行われます。
　今年度は鹿妻本堰の一部改修工事（盛岡市上太田田中留､ 三枚橋地内）と鹿妻穴堰頭首工及び西部用水路の測量
設計が行われる予定です。各種工事や測量作業の実施に際してはご理解とご協力をお願いいたします。

N

国営施設応急対策事業 ｢雫石川沿岸地区｣

国営施設応急対策事業（耐震対策一体型）｢盛岡南部地区｣

凡例及び受益面積
用水受益 114ha

排水受益 742ha

計 856ha

国営施設応急対策事業 ｢雫石川沿岸地区｣ の実施にあたっては、土地改良法に基づき
関係する組合員の同意が必要となりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

国
道
４
号
線

東
北
自
動
車
道
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用水の止水について

⑦

　現在、国営事業工事等のため鹿妻穴堰頭首工からの取水を停止しております。これによ
り、管内全域の用水路が止水されておりますのでご協力をお願いいたします。なお、止水期間は
平成31年３月31日までの予定です。

　ホームページの更なる利便性の向上を図るため、平成3０年８月より
ホームページをリニューアルいたしました。
　リニューアルにより、パソコンだけではなくスマートフォンやタブレット
端末からの閲覧にも対応し、より見やすくわかりやすいホームページと
なりました。

 ホームページをリニューアルしました！

お 知 ら せ

　土地改良区の役割を農家以外の方々にも理解していただくため、鹿妻穴堰頭首工など施設の見学を行って
おります。今年も県内から多数の小学生等が社会科学習の一環として、頭首工見学に来ていただきました。
　施設の見学説明については、随時受け付けておりますので、希望の方は土地改良区までお問合せください。

来てみませんか？鹿妻穴堰頭首工へ

平成30年見学に来ていただいた団体

見学日 団　　体　　名 人数

6.5 岩手大学農学部 食料生産環境学科 25 

6.16 盛岡市下太田下川原町内会 14 

6.19 盛岡市環境部環境企画課環境
みらい係 34 

6.26 五日会 18 
8.27 紫波町立彦部小学校 6 
8.31 盛岡市立仁王小学校 82 
9.6 盛岡市立羽場小学校 34 
9.11 盛岡市立東松園小学校 49 
〃 盛岡市立城南小学校 70 

9.13 盛岡市立見前小学校 82 
〃 盛岡市立厨川小学校 86 

9.14 紫波町立古館小学校 75 
〃 盛岡市立青山小学校 90 

9.18 盛岡市立大新小学校 95 
9.19 盛岡市立向中野小学校 138 
9.21 盛岡市立渋民小学校 47 
9.27 盛岡市立河北小学校 24 
〃 矢巾町立不動小学校 38 
〃 盛岡市立津志田小学校 156 

見学日 団　　体　　名 人数

9.28 矢巾町立煙山小学校 92 
10.2 盛岡市立本宮小学校 128 
〃 矢巾町立徳田小学校 31 

10.3 盛岡市立飯岡小学校 45 
〃 紫波町立長岡小学校 14 
〃 紫波町立上平沢小学校 11 

10.5 岩手大学教育学部附属小学校 105 
10.9 盛岡市立太田東小学校 49 
10.19 盛岡市立緑が丘小学校 105 
10.23 岩手町立久保小学校 5 
10.24 盛岡市立太田小学校 13 
10.25 紫波町立水分小学校 14 
10.26 盛岡市立山岸小学校 101 

〃 紫波町立赤石小学校 67 
〃 盛岡市立見前南小学校 59 

10.30 盛岡市立桜城小学校 70 
11.2 紫波町立星山小学校 14 
〃 矢巾町立矢巾東小学校 93 

11.29 盛岡市立高松小学校 51
計（38団体） 2,230 

鹿妻穴堰土地改良区
ホームページアドレス
新URL： http://kaduma.jp/

水路周辺の草刈作業について
　日頃から水路周辺の草刈りにつきましては、ご理解とご協力いただき感謝申し
上げます。
　草刈作業にあたっては水路への転落やケガなどのないよう安全に十分配慮した
うえでお願いいたします。
　なお、刈り取った草が大量に水路に流れますと、分水ゲートなどに詰まり下流
への通水の妨げになるだけでなく、場所によっては水路があふれる場合もあり
ますので、草刈作業の際はなるべく水路に草を落とさないようご協力願います。
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全国育樹活動コンクール
林野庁長官賞を受賞しました

出前授業を行いました！

　

１１
月
１８
日
に
東
京
都
武
蔵
野
の
森
総

合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
第

４２
回
全
国
育
樹
祭
に
お
い
て
、
皇
太
子

同
妃
両
殿
下
の
ご
臨
席
の
下
、
当
土
地

改
良
区
が
全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
土
地
改
良
区
で
は
、
昭
和
3
年
か

ら
水
源
地
保
護
を
目
的
に
購
入
し
た
雫

石
町
内
の
山
林
約
２
３
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
お
い
て
、
計
画
的
な
整
備
・
運
営
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２１
年

か
ら
、
地
域
の
児
童
等
を
対
象
に
、
枝

打
ち
・
植
樹
の
体
験
学
習
会
を
開
催
し
、

森
林
・
林
業
に
対
す
る
理
解
醸
成
等
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

盛
岡
市
立
羽
場
小
学
校
４
年
１
組
（
児
童
32
名
）
の

出
前
授
業
に
外
部
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
「
鹿
妻
穴
堰
を
探
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

鹿
妻
穴
堰
頭
首
工
な
ど
の
歴
史
や
役
割
等
に
つ
い
て
９

グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
土
地
改
良
区
か
ら
は
所
有
す
る
水
源
涵
養

林
の
役
割
や
森
林
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

聞
い
て
く
れ
た
羽
場
小
学
校
４
年
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
出
前
授
業
を
通
じ
て
鹿
妻
穴
堰
の
歴
史
や
、
先

人
た
ち
の
苦
労
・
工
夫
、
農
業
用
水
の
大
切
さ
な
ど
が

伝
わ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
土
地
改
良
区
で
は
、
出
前
授
業
も
随
時
受
け
付
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

県民参加の森林づくり促進事業

矢
巾
町
秋
ま
つ
り

　

10
月
20
日
、
21
日
に
わ
た
り
矢
巾
町
役
場 

特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
た
矢
巾

町
秋
ま
つ
り
に
お
い
て
、
当
土
地
改
良
区
は
恒
例
と
な
っ
た
鹿
妻
穴
堰
と
水

源
涵
養
林
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

土
地
改
良
区
管
内
ジ
オ
ラ
マ
水
源
涵
養
林
Ｐ
Ｒ
パ
ネ
ル
の
展
示
の
ほ
か
、

木
の
有
効
利
用
を
考
え
る
間
伐
材
う
ち
わ
づ
く
り
体
験
で
は
、
水
源
涵
養
林

の
保
育
管
理
の
た
め
伐
採
さ
れ
た
間
伐
材
を
利
用
し
、
色
と
り
ど
り
の
カ
ラ
ー

マ
ー
カ
ー
を
使
い
小
さ
い
子
供
か
ら
大
人
の
方
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

お
も
い
お
も
い
の
絵
柄
を
描
い
た
う
ち
わ
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
妻
穴
堰
ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
普
段
知
る
機
会
の
な

い
鹿
妻
穴
堰
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
と
の
感
想
も
頂
き

ま
し
た
。
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21 世 紀 土 地 改 良 区 創 造 運 動21 世 紀 土 地 改 良 区 創 造 運 動

地域の団体による環境保全活動

鹿
妻
穴
堰
生
き
も
の
調
査

河
南
農
家
組
合

 

田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査

９
月
２３
日
に
盛
岡
市
上
鹿
妻
の
幹
線
用
水

路
舘
沢
サ
イ
ホ
ン
に
お
い
て
、
生
き
も
の

調
査
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
生
き
も
の
調
査
は
、
水
路
施
設
に

ど
ん
な
生
き
も
の
が
生
息
し
て
い
る
か
を

子
供
た
ち
に
調
べ
て
も
ら
い
、
体
験
を
通

じ
て
環
境
の
大
切
さ
や
施
設
の
多
面
的
機

能
を
学
ん
で
も
ら
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
普
段
入
る
こ
と
の
出
来
な
い

サ
イ
ホ
ン
に
入
り
、
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
り

な
が
ら
水
路
に
棲
む
様
々
な
魚
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

７
月
２７
日
に
盛
岡
市
飯
岡
新
田
地
区
用
排
水
路
に
お
い
て
、
河
南
農
家
組

合
主
催
の
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
が
開
催
さ
れ
、
当
土
地
改
良
区
も
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
子
供
た
ち
は
慣
れ
な
い
網
の
使
い
方
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
バ
ッ
タ
、
タ
ガ
メ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
多
く
の
虫
や
魚
を
採
取
し
、
都
市

部
の
水
路
に
も
多
く
の
生
き
も
の
が
い
る
こ
と
、
毎
年
７
月
に
は
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
う
ほ
ど
良
質
な
水
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
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組合員の変更

◎農地の移動
　（売買・賃貸借・交換等）
◎農業者年金等による経営移譲
◎贈与または相続による名義
　変更
◎住所の変更
◎振替口座等の変更

農地の転用 土地改良施設等の使用
◎雨水排水や合併浄化槽処理
　水の放流
◎土地改良施設用地を出入口
　等に他目的使用
※土地改良施設等の使用の際は土地
改良区の規定により使用料を納付
していただくこととなります。

◎田んぼを宅地等に転用
　（畑（３号地）地域も同様）
◎公共用地（道路等）買収に
　よる転用
◎土地区画整理事業による
　転用
※農地転用の際は土地改良区の
規定により、転用土地に対し
決済金を納付していただくこ
ととなります。

こんな時は必ず届け出をお願いします。

上記の手続き方法等については、当土地改良区まで問い合わせ下さい。
ＴＥＬ０１９－６５６－４４８８　ＦＡＸ０１９－６３５－４６６４

本年度賦課金納期限は上記のとおりです。納期限から1ヶ月を過ぎると年7.3％の延滞金が加算され、
納入が遅れるほど延滞金額が多くなり余計な出費となりますので、早めの納入をお願いします。

○賦課金の納入は、便利な口座振替をご利用ください。なお、「口座振替届出書」は岩手中央
農協窓口　にございますので、印鑑（届出印）・口座番号を確認のうえ届出願います。
○口座振替にすると次の利点があります。
　　①賦課金納入のために土地改良区及び農協窓口へ行く手間が省けます。
　　②納入忘れが防げます。
○口座振替の手続きには時間がかかりますので、申込みは早めにお願いします。
○すでに口座振替をご利用の方は、納期前に必ず残高の確認をお願いします。

賦課金の完納にご協力下さい！！賦課金の完納にご協力下さい！！賦課金の完納にご協力下さい！！
第１期納期限：平成30年５月１0日　　第２期納期限：平成30年１2月10日

賦課金の納入は便利な口座振替で !
口座振替で納入頂いた場合の領収書は、土地改良区から直接郵送します。

組合員の変更
及び土地移動
について

　当土地改良区の賦課基準日は毎年４月１日となっておりますので、組合員の変更
及び土地移動の手続きは３月中にお願いします。
　また、農地の移動（売買・賃貸借等）の際、その土地に未納賦課金があれば、土地改良
法第４２条の規定により、新しく土地を取得または借受した方に権利及び義務が承
継されることとなりますので、手続きの際は未納賦課金の有無を事前に確認されま
すようお願いします。

⑩


